
化学工学会｜公的機関求人・公募｜web 掲載用書式 

☆名古屋大学  大学院工学研究科  生命分子工学専攻    教授 公募☆ 

 

募集人員： 教授 1 名 

任期：  任期無し 

専門分野： 広い意味の生命化学研究もしくはその応用分野 
 

担当授業： 工学化学生命工学科および大学院生命分子工学専攻における学生の教育・研究指導 

 詳細は HP（https://www.nagoya-u.ac.jp/employment/upload_images/20250324_engg.pdf）参照。 

 

着任時期： 2026 年 1 月 1 日以降（応相談） 

応募〆切： 2025 年 6 月 30 日(月) 【必着】 

選考方法： 書類審査の上、面接を実施。面接者については、E-mail もしくは電話で連絡を行う。 

 

応募資格： 1. 博士の学位を有している者 

 2. 生命分子工学分野、工学一般に関する知識 

 3. ナノバイオサイエンス、生物化学工学、生体分子化学（核酸、タンパク質、糖類、脂質など）のい

ずれかの分野に精通している者 

 4. 大学院及び学部における教育に熱意と責任感を持ち、協調性をもってあたれる人物 

 

応募書類： 1. 履歴書（様式自由、写真添付のこと） 

 2. 研究業績リスト （主要論文 10 編に丸印を付けること）。全著者、論文タイトルを記すこと。また、

責任著者には*、応募者には下線でハイライトすること。 

 3. 主要論文 10 編の PDF file 

 4. 科研費等の競争的資金獲得状況 

 5. これまでの研究概要（論文と関連づけながら記述、2,000 字程度） 

 6. 着任後の研究および教育に関する抱負（1,000 字程度） 

 7. 所見を求めることができる方 2 名の氏名・所属・連絡先 

 8. 特記事項（受賞・教育実績・新聞掲載記事等） 

 ※ 名古屋大学は業績（研究業績、教育業績、社会貢献、人物を含む。）の評価において同等と認

められた場合には、女性を積極的に採用します。 

 ※ 提出された書類については、本選考以外の目的には使用しません。 

 ※ 応募書類は、本選考委員会が責任を持って処分し、返却しません。 

 ※ 面接に要する交通費は支給しません。 

 

提出方法： 以下の A と B の両方を行ってください。 

 A. 上記 1－8 に該当するファイルを 1 つのフォルダにまとめて、下記のアップロード先から提出し

てください。その際のフォルダ名は、”＠＠＠_生命分子_教授公募書類”とし、＠＠＠の部分に

氏名を記載下さい。 

 アップロード先：https://nuss.nagoya-u.ac.jp/s/6qJN7PkfmQf56ek 

 B. アップロード後は、連絡先の E-mail アドレスにアップロードした旨を連絡ください。メールタイト

ルは、”＠＠＠_生命分子_教授公募書類”とし、＠＠＠の部分に氏名を記載下さい。 

 連絡先：seimei-koubo@chembio.nagoya-u.ac.jp 

 E-mail に連絡いただいた 3 日以内には返事しますので、ご確認ください。 

 

問合せ先：  〒464-8603 名古屋市千種区不老町 名古屋大学大学院工学研究科生命分子工学専攻 

教授 清中茂樹  

 電話（052）789-4275 E-mail:kiyonaka@chembio.nagoya-u.ac.jp 


